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作病害虫防除の活動 ( 4 ) …+…………………+ 回 目 巴 園 圏η
! | | 病害， 虫筈各 l 名 ず つ を l 班 と し， 4 班で そ れ ぞ れ担 !
ï l 兵庫県病害虫防除所の活動 | 当地域の 作物の調査 と 予察 に あ た っ て い る 。 巡回調査 !
j i i は作物 ご と に お お むね月 に l 回， 予察圃場 は N O E l j

い り え 均イ み 間|痛 と し て い る 。 4 f (兵庫県病害虫i防釘除所 入江和 己) Z 

; …一… し…てれ一し吋る
現在の組織 は 1凹98肝7 年 に， そ れ ま で県下 4 か所 に 分 が， ヒ メ 卜 ビ ウ ン カ の ウ イ ル ス の保毒虫率 を検定 し， t 

散 し て い た 防除所 を l か所に統合 し て ， 独立機閑 と し 発生予測や 発生実態の解析 に 利 用 し て い る 。 +
+ て 中央農業技術セ ン タ ー 内 (加酋市) に 設置 さ れた。 ②発生予察技術の改善 + ; 職員 は 所長 副所長各 1 名 研一 一 イ ネ の イ チ モ ン … 一 一 と j

で構成 さ れ て い る 。 そ の ほか， 段薬販売庖 や ゴ ル フ 場 く に !果 内 での越冬実態， 分布 を 調査 し て い る ほ か， 粘

+ な ど の 農薬安全指導の た め に ， 出林事務所 10 か 所 に 着 ト ラ ッ プや背色昆虫捕獲器， 誘致花 に よ る 発生推移 +
+ 兼務職員 が 10 名 い る 。 ま た ， 予 察 回 や 予 察灯 な ど の の調査法， 水稲 の作型 と 被害 と の 関係 な ど を検討 し て +
+ 調査や防除指導 な ど を 試験研究機関 と 分担， 連撹 し な い る 。 +i が ら 植物防疫業務の推進 に あ た っ て い る 。 ③情報の提供 L t 1 活動の現状 警報や注意報な ど は報道機関 も 含め 捌 か所， 予報 ;
t ( 1 ) 病害虫の発生予察 は 155 か所に送 っ て い る 。 そ の ほ か に ， 県 独 自 の情報 f
+ ①調査内容 と 調査方法 と し て 「防除情報」 を 設 け て い る 。 こ れ は ， 注意報ほ +
品 兵庫県 は ， 北 が 日 本海， 南が太平洋に商 し て お り ， どの 多発生では な い が， 急 な防除が必要な場合や発生 4
i 気象や地形， 土質な ど変化 に 富 ん で い る 。 栽培作物 も が特定の地域 に 限 ら れ る 場合 に 提供 し て い る 。 各種の i
i 地域 に よ っ て 多様化 し て い る が， 発生予察の対象作物 発生予察情報 は ， 従来の郵送 に 加 え ， 迅速化 と と も に ;
; は ， 水稲 を 中心 に ム ギ， ダ イ ズ， カ ン キ ツ ， ブ ド ウ ， 指導機関での情報の加工な ど利用者の さ ま ざ ま な需要 ij ー ネ ギ …… 種類 一 一 め に フ…アη川ツげク一 一 ビ ス 日

1日5 種類で あ る 。 対象病筈虫 は 延 べ 175 種類類、 ( 円う ち 病 ト ， イ ン タ 一 ネ ツ ト で提(供共 し て い る 。 -1-
筈 6臼8 種類， 害虫 1叩07 種類) で， 巡回調査地点数 は y水ぷ と く に ， 築 い も ち の予察↑情背報 と し て 「 ブブ狩 ラ ス 夕 ム惰 i

; 稲 の 9悶8 か 所 を 含 め 全部 で 260 か 所 に 及 ん で い る 。 県 幸報R則」 を 6 月 上句 か ら 7 月 中旬 ま で， デ一 夕 を 1 臼 お き f

;r全鋪加域蜘蜘…を剖j + 
表 - 1 こ の 5 か年に発表 し た病筈!虫j主」発生f桁1了行「目I報 + 

+ -} 
+ 年度 病:包立古�;- 虫客 + 

+ 

f 王IlJiJ(: 8 年 注意報 イ ネ ・ 聴い も ち ， 注意報 イ ネ ・ 斑 点米 カ メ ム シ類， 果樹類・ カ メ ム シ類 f 

i 
-病 問 ダ イ コ ン 州 イ な ど 夕 刊 ダニ + 

+ 
平成 9 年 笠 報 . イ ネ ・ い も ち 病 (業， 総 +

注意報 イ ネ ・ い も ち 病 (謎， 徳) ， t 

j タ マ ネ ギ 叫病 ; 
+ 

平成 10 年 注意報 イ ネ ・ 諜 い も ち ， 注II報 イ ネ ・ ト ピ イ ロ ウ ン カ ， ア ブ ラ ナ 科野菜 ・ ハ + 
+ ナ シ ・ 紫斑病 イ マ ダ ラ ノ メ イ ガ， ダ イ ス ， 野菜類， 花 き 類 t+ 
+ ハ ス モ ン ヨ ト ウ + 

j 平成 I l 年 注意報 : イ ネ 斑点米 カ メ ム シ 類 ア ブ ラ ナ 科野菜 j ハ イ マ ダ ラ ノ メ イ ガ， ダ イ ズ， 野菜類， 花 き 。+ 
+ 類 ・ ハ ス モ ン ヨ ト ウ + 

; 刊 1 2 年 開 : ト 7 ト 刻化 え そ フ ィ ノレ ス 行 報 : イ ヰ … メ ム シ類 + 
ロ:な報 : イ ネ ・ 斑点米カ メ ム シ類， ア ブ ラ ナ 科野菜 ・ ? 

ハ イ 7 ダラ ノ メ イ ガ : ; 平刊H成仰Ji:Jロ2 年度 叩 上

; ;  
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+ 供 し て い る 。 1998 年か ら プ ラ ス タ ム の利 用 を 開始 し ，
+ デー タ の 的 中 度 や パ ラ メ ー タ ー の検討 な ど， ま だ ま だ; 試行段階で は あ る が， 普及セ ン タ ー で の プ ラ ス タ ム惰
; 報に対す る 評価 は 良 い よ う で あ り ， 利用頻度 は高 い。
; ④地域の 防除組織 と の連携
f 発生予察の情報 は 県全域 を対象 と し ， 地域の発生予
+ 察 は地域の詳細 な調査結果 に基づい て 行 う のが基本 と
; 考 え て い る 。 し た が っ て ， 普及セ ン タ ー， 農業共済連
; や農協， 生産者団体な ど で構成 さ れ る 地域の さ ま ざ ま
; な防除組織 に 対 し ， 発生予 察 の 調 査 指 導 や情 報 の 交
+ 換， 防除指導 な ど連携 を 密 に し て い る 。
+ 特 に ， 淡路島 の タ マ ネ ギ や 神 戸 市 の 野菜 に 対 し て; は， 防除組織が独 自 で綿密な発生調査 を 行 っ て お り ，
; お互い に デー タ を や り と り し て ， 病害虫 の急激な変動
; に対応で き る 態勢 を と っ て い る 。 ま た ， 水稲病害虫で
+ は毎年， 県下の 多 く の地域の 防除団体か ら 協力， 指導
+ の要請があ り ， 各地域 に つ い て 少 な く と も l 回 は調査
; に協力 す る と と も に ， 研修会 を 通 じ て 防除組織の技術
; 力 の 向 上 を 目 指 し て い る 。
; ( 2 )  病害虫防除の指導
す ①病害虫の診断
+ 病害虫の診断 は， 防除指導 の な か で も 現場か ら 品 も
; 要 望 が多 い ( 11 年度 259 件) 業 務 で あ り ， 多 く の 時
; 聞 を 割 い て い る 。 病害 と し て 持 ち 込 ま れ る も の に は，
; 生理障害や物理的障害 な ど も 結構多 く ， 研究機関の栽
+ 培部門や化学部門な ど と 連携 し な が ら ， 迅速で よ り 正
+ 確な診断がで き る よ う 努め て い る 。 最近の特徴 と し て; 比 園芸作物 と く に 花 き の 多 品 目 化 に 伴 い ， 病筈虫 も
; 多彩 に な っ て い る 。 さ ら に ， 作物 自体が新 し い か珍 し
; い た め， こ れ ま での病害虫 の研究成果が少な く ， 原因
f を特定す る の に 時間 を 要す る こ と が多 い。
4 ②防除技術の相談; |坊i徐指導 は， い ろ い ろ な 形 態 で、 日 常 的 に 行 っ て い
; る 。 最 も 多 い の が電話に よ る 相談であ り ， 防|徐技術の
; な かで も 牒 に 関 す る 問 い合 わ せ の比率が高 い。 次 い
? で， 来所に よ る 相談， 現地図場での 防除指導の順で，
+ こ れ ら の多 く は病害虫の診断や圃場での発生調査 を 伴; っ て い る 。
t Q:研修会への参画
; イ チ ゴや ト マ ト ， ス ト ッ ク な ど野菜 ・ 花 き の 品 目 ご
f と の栽培部会， 水稲， 果樹， 野菜の地域防除組織， 主E
4 子生産団体， 農協， 良薬関係団体な どが主催す る 各種
4 の研修会 に 参画 し ， 病害虫の発生生態や防除技術， 11主
; 薬の安全使用 に つ い て講演 し て い る 。 斑点米 カ メ ム シ
; に つ い て は 1999 年 に 引 き 続 き ， 2000 年 も 多発生が予
f 測 さ れた た め， 防除の啓発 と 技術向上の た め の技術研
+ 修会 を 6 月 と 7 月 に 開催 し た。 県や流通団体な どの指

導者 に 対 し て 「 カ メ ム シ の 種類 と 見分 け かた j ， I発生 す
生態 と 防除法」 を室内研修 し ， 闘場の周辺雑草地で捕 +
虫網 に よ る 「 す く い と り 調査」 を 実習 し た 。 ; 

④病害虫防除資料作成への参画 Z 
資料 と し て は， I出1'1=物病害虫 ・ 雑草防除指導指針 j 4 

と 「 ゴ ル フ 場の芝草等管理マ ニ ュ ア ノレJ の 2 種類であ +
る 。 い ず れ も ， 研究機関 と の共同作業で あ る が， と く + 
に 農作物は ボ リ ュ ー ム が大 き い の で， 病害虫担当者全 :
員 で対応 し て い る 。 安全で効果の優れた 薬剤の選定 と :
と も に ， 最近で は 耕種的， 物理的防除法な ど農薬以外 ;
の防除法の掲載 に も 重点 を 置 い て い る 。 t

( 3  ) 防除技術の開発 + 
普及セ ン タ ー か ら 防除技術の 開発が要望 さ れて い る ;

病害虫 を 中心 に研究課題 を設定 し ， 3 年間 で 防除技術 ;
の確立 を 目 指 し て い る 。 現在取 り 組 ん で い る の は， i 
「 プ ラ ス タ ム に よ る 葉 い も ち の発生予察 と 薬剤防除j， t 
「 タ マ ネ ギ灰色腐敗病の 薬剤耐性菌対策j， I ケ イ 酸 ヵ +
リ に よ る イ チ ゴ う ど ん こ 病 の発生制御j， I キ ャ ベ ツ の
ハ イ マ ダ ラ ノ メ イ ガ の発生予察法 と 防除j， I ク リ タ マ
パ チ の 天敵寄生蜂 に よ る 密度抑制J な ど 8 課題 で あ

φ 
4 
.j. 
+ 
+ 
+ 

る 。 こ の ほ か， ピ ー マ ン 白 絹病な ど普及セ ン タ ー や良 十
刷

協 が設 け て い る 実証試験の計画や調査の指導， 協力 も +
行 っ て い る 。 こ こ で得 ら れた 研究成果 に つ い て は ， で ;
き る だ け早 く 農家 に還元す る た め に ， 事業で実施 し て ;
い る 課題 は ， 毎年検討会 を 開催 し た り ， 地元の生産者 ?
団体での研修会で発表 し て い る 。 t

( 4  ) 良薬安全使用 の推進 + 
毎年 6 月 に 県下 5 か所で開催 す る 農薬安全使用技術 :

講習会 ( 1 2 年度 657 名 受講) や 農 薬 管 理 指 導 士 の 認 Z
定 更新研修 ( 同 度 向 受講) に 参 画 し ， 講 演 i

写真 ー I ハ ス モ ン ヨ ト ウ 薬剤l抵抗性検定
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